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ζ
とま
で
くれほ 、郷小平民が

毛沢
政路
線の
奇
定と
毛
沢
東
に
つ

なが
る旧文煎
派との総力闘争
に

釆り
出した
と見てよ
い
でしょ

う」
（凶際削船評治家・
田久山山

市店街
民
）

十九日付「%削日報」
は 、
一

九
五七年当時の毛
主席の矧鴻人

に
対す
る
分
析
に蝕
れ
て、
「こ
れ

は
完全
に正し
い ＠
しかし
、既
に

二
十一年たって
いる

。知時制
分子

の
見方
を
五
七
年当
時
の
分
析
に
と

ど
まらせて

いくわ
りには
い
か
な

い
」

と 、
毛
主防の見方は咽mfR
に

道府
し
ないと
いう見
解
を打
ち

出

し
て
い
るほ
どだ ・

毛
主
仰
が後
縦者
に
指名し
た州中

国
鱗主防を
勤
判ずる
民新
聞
も
出

始め
た
。中間

は

また
しても 、
ト

水躍日(215!発行）昭和53年1 1月22日回10ゲンタイコ

ッ
プ同士が争つ
よう
なω
－加を迎

え
たのだ
。

現
状
で
は
圧
倒
的

優位の部小平派

間同小w平副主似のグ
ル

ープは 、

中
関
凶
内で
圧
倒
的
優
位
に
立っ
て

いる
と見ら
れ
て
い芯 。

四
人総
と曲山間棋
な一雄m加
を凶
りつ

つ 、
天
安
内
事
件な
反
郎
命
袋
鋤
と

決
め
つ付 、
閉山
小平
民
を失脚
に氾

いや
った資任おで
ある呉
総均一添

市
芯
命
袈
主任
（
北
京
市
長）
は
解

そ
れ

では毛沢市山はいつごろ
か

ら 、
どと
が凶
巡っ
て
いた
と
いう

と
とに
な
るのだろう
か ＠

「毛沢氏のおりは一九五む年の

火山間巡に
ま
でさ
かのぼ
る
で
しょ

＠人民日報、壁新閣による文革、実安門�件などの

毛路線批判i立、強固鋒主席のポストまで事まかすかも
(Up 1-IJン〉＠いまや中国のヲヨ窓会を主主っ

たといわれる鄭小平邸主席

任
され 、
同じ
く臥

錫聯民も泌京

町
区
司
令
を
鮮
か
れ
た 」（
二
人
の

政
治
応
民の
M
mMは
その

ま
まmm

る）
？

そ
して

華唱沢一笠間の腹心
で

あり 、部主防がけ制制制する八王国

｝
郁
隊
（
袋
入管
渡
部
隊）
の
銅山仰

り
で
あ
る
淫
縦
四四
副
主仰
の
地
似
も

傘ついと見
ら
れ
て
いるの
だ 。

と
う
した
測
さは 、
文
化
大孤
命

を
指
導
レ 、

一火
山且
円瞬
件
で四
人相胞

を
支
持
し
た
毛主
防そ 、
郡
小
平グ

ル
ー

プ
が
本
絡
的に
否
定
し
は
じ
め

う e
ζの火山間訓聞に
よっ
て段村の

入品

公社

化が巡められ
ま

した

が 、生必おはよが
らず 、体中汚開制

限は必
く
なって
いき

ました 。土

地
などの帆判明所自制
というち沢

東の恕劇叫
がう

ま
くい
か
なかっ
た

のです．
も

ち

ろ

ん

文

化

大ぶ

命

も

も

沢

・川町

の以り
とされるでしょ
う 。

十けい

斡削
た
ちは、心
の巾で
は－xm
に

民治そ持っていたが 、
宅以来
が

数巡
して
しまった 、
と
いう形
で

批
判
され
るのでは
な

い
ですか 。

涙
す
る
に

文
化
大
都
命
の
谷
定
で
す

ね
」

（
中
間
削
泌
が
論
家
・

ぬ
井
民

民）毛主悶への惜別問刊は、
文部
で江

な
ら
凶
人
穏
を
支
持
し 、

相加
問川
掛川
泌

を殴先しよ
う
とする劉少必 、郡

小川中らの災
務派を失脚させた乙

と、
さらには能村の人民公社化

に
まで及ぶ
とい
うのだ
。

うち婦女子245人

教祖夫妻も遺体で発見

’ン？

’ぜぷR哩購纏悪感草色、、主治ぷ

ガイアナの人民の寺院に入信した2

人の忠子を救い出しに行き、恐怖の

経験をおるサンフランシスコのオリ
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たこ
と
なあらわ
して
いる 。

「そ
のた
め
の
飢
備は
枝
々
と
泌
め

られ
て
いた 。

中山聞
は全開ご・十九の省 、
自
治

区 、
特
別市
に
鍔一
谷
記と
い
う
他

方大幹部がい
ま

すが、
四

人鎮火

開後 、一一十
人
が交代し 、
その
う

ち摺
主府派
と
み

られて
いるのは

湘術省の宅致用
民
た

だ一
人
。mM

目。十九
人
は部小平然です
。

交代して
い
ない
九
人の
う
ち
七

人は
邸
小
平
系なので 、

結局
地
刀

大
幹
部
は一ニ
人を
除い
たこ
十
六
入

「
もっ
と
さ
かのぼって動判され

るので
は」

と
いうの
は・県以外お大教疫の

附
悶
英
弘
氏
だ 。

「

一

九

四

二

年

げ町名

沢

一

以

は

延

安

で

中同此（巌%の大成泌
を
やって

、

・巾
同共
必
%
出入
を
門川
き
改
め
た
が 、

同じ
よう
なζ
とが吋わ
れ
る
の
で

は
な
い
か 。

いま
ま
では毛沢点ひ が郡

小説・
派
と
い
えま
す。

そ

の

う

え

中

央政治

局

後

口

ニ

士

ハ

人

の

う

ち

、

部派

と

み

ら

れ

て

いた関志制 、李総会
が郎
小早民

．
につ
い
た
と
い
わ
れて
お
り 、
政
治

件る水
志
願
い
る

』刊紙門てす
解協安れ灘
僻町一天さ非

欄お
た
価
を

j山崎け僻WF
一一脳つ宮門小
一一向めに剛山

里

決

件

で

閉園

と

m

作

開
園

件

的

事

閉園
思

命
円

咽誠

命
慈
市広

伊晶

草
は
天

間四富
反
で

制摘
が
ま
は

vi町
東
い
向日

凶

沢
、
写
〉

111
毛
も

（
兵

チョフ判零によって 、
その独裁

的
な

整理助
判
さ

れた 。

「
毛
沢誕にはスターリンと巡っ

て
、

レ－一一ンと同じ
よ

う
な熊鈎

し

え

な

い

い

命

的

境

紛

が

あ

る

、

だ

から会芯定され
ると
とは
ない」

と
いう以万
が汚る
が 、共産主務

問
でひ

ιたび批判
さ
れる
と 、
よ

い
前も
一擦
に
熊
叩制さ
れ
て
し
ま・つ

の
が一抑制FUL1mも伊山日は、

ス

タ
1リ長岡じ器をた

どるの

は附滋
ρない
の
では
な
い
か 。

のは
凶
治いは
い ・

「泌
総
俊（
元
悶防
相）
が
復活
す

るのでは
な

い
か
。彼

は自由間化の

似
ぞ
だ3
た
が 、
刊叩
烈な
活
動
判
を

やって失脚
してし

まって
いる
。

料
学
の

仮興、

鉱山
川
の
広
市山
を

訴え

ていて 、災民を淑命
のM叫にする

毛忠似そ貼刷物
しており 、
四つの

近代
化を
めJCず郷小市民に
と
っ

ては
必泌な人物．

もし
死ん
でいて
も名折間一砲
が

果たせれ
ば 、
そ
れがソ
ク毛
沢市此

鋭利
と
いうと
と
に
も
な装芝

（間間決区
民H品則的）

もちろん 、
文相中
で失脚
し
た劉

実叫民主%
は不明） 、路氏民

（一

%必
京
市
長
）
ら
の
復
活 、

名

作
回

復
も
な

宮」れ
る

だ

る
つ 。

忽
…関
係
で

は
郷小
平
派の
怒凶
約民（庇
総
政

治
部
主
任）、
持品川
友
民（
広州
獄
区

司
令）
ら
が 、
さ
らに
袈叫臓につ
く

可朗経
もあ
る。
政
治応凸候補
の

鎖娘阪氏（五色が 、w若手
u

と
し

てゆ贈される
かもし
れ

ない。

ご
九
四
九
年
の毛
沢一米に
よ
る巾

怖い人民共和聞の
成況を第一の市

命
とする
と 、第二
が
文化大部命 、

そして今度の宅助

判が成功すれ

ば第三の知命
と
い
うととに
なり

ま
す
ね

。

国
晶
画

ゴ
ルフ場
の市
へ

ない
。だ
が 、
例
え
ば川崎
市の凶

の

返

還

へ

ひ

と

言

川

政

ゴ

ル

フ

泌

が

一

般

に

開

放

さ

れ

たが、
市
宮Jぼ
うの野阪
に
なっ

神
山制
川
mm
m制
浜
市
平図
源一
郎
た
例もあ
る
。パ
ブ
リッ
ク
のゴ
ル

川純市生悶
のゴル
フ泌
が
市
かフ協に
してお
いた万
が、むしろ

ら巡滋そ求めら
れ、裁
判
に訴
え利用さ
れたの
で
は

ない
かと
いう

だが敗訴
した 。人口の刑制加、打開阿国がする
くらい
だ 。

地不足から森淋公
閑沼
地にすべ
そん
なととに
なる
の
なら 、
市

きとの市のいい分
が正当否認め
へ
の返滋も考
えも
の
で
ある。

ら
れ

たわけ
だ ．

＝、

J61
田淵よ 、
新天

か

つ

て

は

市

も

ゴ

ル

フ

協

は

村

山

j

J

完

－

－

j

し、役室派遣した H賢官
地でガンパレ

伐M
があったが、革新
市長に
な； ”
ノ

つ℃方針が療わってきた 。

州選照和光
市藤
川良

特定の
人々のため
に

、市有地プ
レ
イザ
l
新鹿沼のもと 、中

を使うζ
とは、た
し
かに一
般関西コlチ
を迎
えて来年
の
阪獅の

放と
いう
大滋名分の的に
は路て一円
必に期待して
いた矢先

、

田淵

小山由の政治
巡御は、
防較的お

だや
か

な
やりやぶ
か
ら始
まり、急

激
に
激
し
さ
を
的して
い
くの
が
通

例 。
と
な
る
とス
タ
ー
リン
の
死
後

と
同
級 、
毛
沢
町民
主
席
に
対
して
徹

底
的
な助制聞が開始されるのは時

間
の
凶
邸
だ
。

し
か
し 、

巾図

民
家
に

と
っ

て

は 、

も主－
M
は
文

手巡
り

n
神

抑
制
H

の
存
在

。

そ

の
H

的問
大

な
る

指
導

tU
H

を所
定すあの
だから 、道の

泌さや谷き返し
も
あるだろう 。

開山
小平民は 、
大混乱手必制回し

て 仰い波
大のかけ
Hに踏み切っ
た

わ
り
で
あ
る ＠

さた人物。そ市山一ノえ中主胞は 、

外
…制

を
mm

hwT

対

」」川町
一め
ら
れ
て

災

民
的な附仙台
がh

．E
郎小手志士一瞥に代わっ

て
同
一
主

似
に

そ
止

と
は
巧
え
ら

れ
な
い

に

祉
、

現必

需
の

机本
的
な怒川 、首

説明
的
な批
判

を
やっ
て
HZ
育
祭
便

降
初
が
山
ず
く

ふ

山

ぼ
必
誕
で

す
」

E・E・－YE－－SEE－－E

よるとみら
も ・

令一人の巡
芝ちは死守逃れるためジヤング
芯では「人民の
護
区新たに加
にほ－
B込み 、
大人
誌を抑えて

密
資しTJ盗

者このな
おに逃げ

んだものとみられて
わった者の
需を怒ったり 、
浮
神話、
墜話した絡に五の
遣い

か

に
は

教
組
の
ン
ム一

二

4

1
ン
ズ
民

い
る

。

ジョ

咋
ン
ズ

民
の

警
息
子
の

を

襲
し
た
り
し

て

H
大
金
持
ち
u

に

で
し
た

・

惹
さ
ま
」

と
叫

容

を

の
蕊
去

を ．
4

2
人も

イ
で
資さ
れ
た
と
い

なっ
た
と
い
乏

い
う 。
その
窓
小
さ
いと
何
阿
菜

君主乞 、

民主
人
の
われ
る ・一

そ
の
う
ち

、銀慰霊に対する
に
つけだ
という
と

と
だ ω

3
2－十
ム
五百六
百鉱山

口は
γ

守護給
意向まってきたため 、
産八

米、
劃
頭割
割派遣

丈一
五

三
J
R一刊
の
刈
か
ま
る1
1
4
f
入
4
7
お
けが
翌
月、
壬一百
人
の
袋
詰
きつ
れ
て

【ワ
シ
ン
ト
ン
二
十
四
日
A
P】
ガイ

【
ジョ
l
yタ
ウン
HD
P
A叫川口ヰ

ヤ
ン
グ
ル
内
に
ある山
話一
認「
人
民
Jハ門人
か
月
仏
人一

ムツ
ノ ー
か
わ
さ
れ
た
と箔『て
お
り 、
ま
た
半
自
動
ガイ
ア
ナの
北
西部
広入
り 、
ベネ
ズ
ア
ナの
米
安語
体
に
よる
裳毘
射

す
ア
ナ
禁
弘二
十
日、
同
国
のジ
の
露」
の
入
躍
で、

話
自
殺に
お
否
定つ
い一一
五
点不
思

議
議

長
聞
こ
え
た
と
い
う。

エ
ラ
国
境
近
く
の
ジ
ャ
ン
グル
の
巾
乙
殺、

議自
殺
容
に
つ
い
てカ
l
タ

一

4・3

T
〉
主
品

、

，J

1米
大
統
倣
は
二
十
日の
閥滋
後、
mp

冷酷非情 、
政治
的遊泳術にも←長
けた男

Yfm

信
託州
知

識践鵠勝

【
ソシ
ン
トン一
一
十円
H
A
F
P時

三
lン
ズ
は
重
郎の
学
で 、

控
訴的

整
一

十 、
プ
ラ
1－一

民
をや
し
だ
見
返り
に 、
ジヨ

に
よる
人類
の
大
襲
安
やフ
ア
シ
け

供
イ
ト
ハ
ウ
ス
のパ
フ
ヱ
レ

空

手アゾの宗教団体「人民の寺院」
七人の・
4がおり 、十八必
需
ウン・カリヨル 一
二時
規やプ
1ン
54の
定
誌に任命さ
ストの台
聖
需 、それに備え

官によると、
義
援との
議な

の汲…創刊Jム・リンョlンズ（
U）は、
に以m仰の教会内ゼJ章 、その飢叫
ん一ツッドレl・υサ←
．弓ス市HK 、

れ 、
じじ年訟でその山酬にあった 。
るためとして 、
メンバーに厳しい

明件に関心を示し、
射没されだ叩調

印っ
て
米
露
シ
ャ
ロ
ン
・
テl
ト
ら

ろ
誌
に
「、民
の
す」
そ
裂
マスコ
1
7
4

4ン
ス
プ
川

村山
告に
す
と、
ジ2
1ン
ズ
は

誌を

襲、

緊
需
品
っ
て
い
μ、
新
聞
お
お
農
に
穫
の『
誕

パ
会
話し
たV
ン
ソン
う
さ

して’
装
救
済山閥
的
だげ
今し
て

只尽力
リ
ソ

ルニ

耕一 いけ
れ人
よ
一宵 、

！
？

毛
務
長
柔
た 。

篠山
肌十
日比MYU肘
持
続

リ
！

の
チ
ャ
l

ル

ス
・

マ
ン

ソ
ン
の
…
ω

いに

も

刻一
父
が
め

た
．

4
マ
し ・

八

年
の

刻ス

ピ
ー

カ一ー
で
ガ
ン
カ
ン

りり
し

て

子
供
の
し
つ
り
も
舷
絡
で 、

治
ち
営

々

ガイ

ア
ナ

に
派

む
し
た、

と必

つ

れ
と
も
い
うべ
露で
あ
る 。

之
l
ン
X

Z誌
に
よ一”
と 、

良
港
で
「
んの

下
がマ
ス
コ

信者た
ち
を
奮
し ．
日加
者の
議
の

季

最中
で
も
そ
の
子

供議
の
中

た。

自
分
だ
ち
に
ハ
・2

．山
J
て

く
る
か
ら

です 。
まあ 、
三一川品の初期のζ

ろ
の目、リ
だ
け長

ふてい
く
と
い

う」とになる吋－
υJ寸つ」

すでにmmぬ品叫占れだ 、も沢

市ん泌 叩山第一かれωσ一円 、加怨された

部
分が
ある
とMJ a
それは閉つ

の

近

内

化

と

か

、

甲

山

叩

よ

り

沢、

民

、

絞一収作戸川
んじ吋
ペ
か 、
山Mdwm
派的

←崎町巧
え
必が
加九
つ℃
いる。

ソ巡のv哲そか中リンは 、

表一一

定力一一一一時
の
フ
ル
シ

産
自
筆
本
U
DM凋
裏
D
寸
量
生
議

書
匡念碑
伺
告
包殿
場n机官
賞
柱
躍

今後 、
毛
沢
成
勧
判は
ど
ん
な
形

で
必
ζっ
て
く
るの
か 。

「
政治
局

察μの川市いだけにさ

れてし
まっ
ている只徳 、m酬錫聯

民が完全
に失閥 、
そして八三間

一
部
隊
長
の
注旋
風
副
主
席
を
解
任

する
形で
文
化大必命 、天安
内事

件、
む
沢一民
路
線
な
攻
撃す
る
と
以
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